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任

研

究

官

）

◎

か

つ
て
発

展

途

上

国

で

あ

っ
た

中

国

は
、

そ

の
経
済

発

展

期

と

と

も

に
、

資

金

を

日
本

や

ア

メ

リ

カ

の
先

進

技

術

の
吸

収

に
投

じ

、

ま

た

、

政

策

的

に

人

件

費

を

低

く

抑

え

、

国
内

に
多

く

の
外

国

企

業

．
工
場

を

誘

致

し

、

さ

ら

に

は

、

そ

の
実

力

向

上

と

と

も

に
、

古

来

か

ら

伝

統

の
中

華

思

想

に
基

づ

い

て
、

近

年

で

は
、

二

帯

一
路

政

策

と

共

に
、

中

国

主

導

の

「
ア
ジ

ア

イ

ン

フ
ラ

投

資

銀

行

」

（
A

I

I

B
）

お

よ

び

「
シ

ル
ク

ロ
ー

ド

基

金

」

を

設

置

し

て
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
、

中

東

、

ア

フ
リ

カ
、

南

ア

メ

リ

カ
、

そ

し

て
太

平

洋

諸

国

、

す

な

わ

ち
、

世

界

の

三

十

六

力

国

に
及

ぶ

七

十

六
港

湾

を

運

営

す

る

に

至

っ
て

お

り

、

そ

れ

は

正

に
、

ア

メ
リ

カ

と

地

球

の
支

配

を
争

う

形

に
な

っ
て

い

る
た

め
、

ア

メ

リ

カ

の
ト

ラ

ン
プ

大

統

領

も

か
な

り

の
決

意

で

こ
れ

に

対

処

し

て

い
ま

す

。

そ

う

し

た

世

界

情

勢

の
折

か
ら

、

こ

こ
は

、

防

衛

研

究

所

・
中

国

担

当

主

任

研

究

官

、

飯

田
将

史

先

生

よ

り

、

分

析

・
解

説

を

い
た

だ

く

こ

と

に

し

ま

し

た

。

奮

っ
て

の
御

参

加

、

お
待

ち

申

し

上

げ

ま

す

。
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。
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▽
二
月
十
九
日

（火
）
ま

で
に
出
欠
の
返
信
賜
り
た
く
。

 

◎

御

報

告

新

年
会
は
例
年

「
公
益
財

団
法

人

協

和
協

会
」
と

「時

代
を
刷
新

す

る
会
」
と

で
、
共
催

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
両
団
体

は
、

法
人
格

が
異
な
り
ま
す

の
で
、

一
部

の
役
員

の
み
兼
務

す

る
が
、
多
く

の
役
員

は
異
な

り
、
ま

た
月
例
講
話
会

も
、
別

々
の
講
師

を
お
招
き

し
て
お

り
ま
す
。

し
か

し
、

い
ず

れ
も
岸
信
介

元
総
理

に
よ

つ
て
設
立
さ
れ
た
団
体

で
あ

り
、

「協
和
協
会
」
が
、
政
財
官
学

民

各
界

の
指
導
者

ク

ラ

ス
経
験
者

で
構
成
さ
れ

て

い
る

の
に
対

し
、

「時
代
を
刷
新
す

る
会
」

は
、
学
者
、
教
育
者
、

評
論
家

、
技
術
者

、
芸
術
家
等

々
、
専
門
家

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ

て
い
る
点

で
異
な

り
ま
す
。
内
部

に
あ

る
各
種

専
門
部
会

・
委
員
会

は
、
共
同
研
究

し
て

い
る
関
係

で
、
新
春
懇
親
会

は
例
年
、

共
催

し

て
い
る
次
第

で
す
。

今
年

は
、

一
月
十
七

日

（木
）

正
午

か
ら
、
千
代

田
区
平
河

町
二
ー

四
ー

三
、

「
ホ
テ

ル

・
ル
ポ

ー

ル
麹

町
」

「
マ
ー
ブ

ル
の
間
」

に
お

い
て
、
和

風
会
席

に

て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

正
面
壇

上
に
は
、

「新
春
懇
親
会

安

倍

政
権

で
内
外
諸

課
題
解
決

を
！
」

と
墨
書

し
た
大
横
幕

が
掲
げ

ら
れ
、

向
か

っ
て
左
側

の
生
花

の
上
に

は

「
公
益

財

団
法

人

協

和
協
会
創

立
四
十
五
周
年
」

と
縦
書
き
墨
書
、
そ

し
て
向
か

っ
て
右
側

の
生
花

の
上

に
は

「
時
代

を
刷
新
す

る
会

創
立

三
十
八
周
年
」
と
縦
書

き
墨
書

し
ま

し
た
。

正
午

に
開
会
宣

言

の
の
ち
、
ま
ず
、
本
年
も
、
安
倍
晋
三
内
閣
総

理
大
臣

よ
り
温
か

い

「
お
祝

い
の
お
言
葉
」

を
頂
戴

い
た

し
ま

し
た

の
で
、
清
原
淳
平

（
公
財
）
協
和
協
会
代
表
兼
専
務

理
事

が
正
面
壇
上

に
上
が

り
代
読
。

続

い
て
両
団
体

の
代
表

理
事

・
岸
信
夫
衆
議
院
議
員

・
安
全

保
障
委
員
長
が
新
春

所
感

と

し
て
、

こ
の

一
年
、

予
定
さ
れ

て
い
る
行
事

に

つ
い
て
詳
し
く
御
解
説

下
さ

り
、
参
加
者

一
同
、
決
意

を
新

た
に

い
た

し
ま
し
た
。

大

野
功
統

元
国
務
大

臣

の
乾
杯
音

頭
が
あ
り
、

そ

の
後
、

出
席

者
が

そ
れ
ぞ
れ
に
年
頭
所
感
を
述

べ
、
大
層
、

盛

り
上
が

っ
た
新

年
会

と
な
り
ま
し
た
。

そ

の
模
様

は
近
く

「
写
真

報
告
」
を
御
送
付

い
た

し
ま
す
。

▽
当

「
公
益
財

団
法
人

協
和
協
会
」
と
は

昭
和
四
十
九
年
、
岸
信
介

元
総

理

に
よ

っ
て
創

立
さ
れ
た
財
団
。

活
動
趣
旨

は
、

「政
党

・
派
閥

・
利
害

・
打

算

の
次
元
を
超
え

て
、
真

に
国
家
的

課
題
を
研
究
調
査

し
、
特

に
重
要
課
題

は
、
政
府
宛
要
請
書
を
作

っ
て
、
時

の
政
府

へ
提
出
す

る
」

こ
と
に
あ

る
。

昭
和

五
十

四
年

か
ら
本
格
活
動

に
入
り
、
月
例
講
話
会

の
ほ
か
に
、
八

つ

の
部
会
と
、
五
～
六

の
委
員
会

が
あ
り
、

こ
れ
ま

で
に
百
三
十
七
本

の
要
請
書

を
時

の
政
府

に
提
出
し

て
い
る
。

第

二
代
会

長
は
、
福

田
赴
夫

元
総
理
、
第
三
代
会
長

は
櫻
内
義
雄

元
衆
議
院
議
長
、
第

四
代
会
長

は
塩
川

正
十
郎

元
財
務

大
臣
、
第

五
代
会
長
代
行
と

し
て
、
江

口

一
雄

元
衆
議
院
議
員
、

現
在
、
第

六
代

は
代

表
理
事
兼
会
長
代

行
と

し
て
、
岸
信
夫
衆
議
院
議
員

・
安
全
保
障
委
員
長
、

元
外
務

副
大

臣
が
就

任
し

て
い
る
。
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代
表
理
事
兼
専
務
理
事

・
清
原
淳
平
、
総
務
重
田
典
子
、
高
津
優
介

、


